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プソイドプルプリン（Pseudopurpurin	、1,2,4 −トリヒドロキシアントラキノン -3- カルボン
酸、C15H8O7）。他にルビアジン（Rubiadin、1,3- ジヒドロキシ -2- メチル -9,10- アントラセネ
ジオン、C15H10O4）や、少量のプルプリン（Purpurin、	1,2,4 −トリヒドロキシアントラキノン
C14H8O5	、Natural	Red	16 の一成分）、ムンジスチン（Munjistin、1,3 −ジヒドロキシアントラキノ






























エチルエーテル (Lucidin-ethylesther､ 1,3 −ジヒドロキジ -2-（エトキシメチル）-9,10- アントラ





































































































































































　明礬１	g に対しイオン交換水 400	ml を加え、溶解させる。この明礬の水溶液は４	ph を示した。
　木灰は 40	g に対し、イオン交換水 500	ml 加え、一晩寝かせ沈殿させ上澄みを使用した。水素
イオン指数は 12	ph。
前媒染









前媒染 西洋茜　6 ph インド茜　5 ph
明礬　4 ph 媒染液 + 顔料 + 染液 媒染液 + 顔料 + 染液
胡粉 7 7 7 -
重質炭酸カルシウム 7 7 7 -
ボローニャ石膏 4 6 4 -
消石灰 13 13 13 -
カオリン 4 5 4 -
硫酸バリウム 4 4 4 -
木灰　12 ph 媒染液 + 顔料 + 染液 媒染液 + 顔料 + 染液
胡粉 12 10 12 -
重質炭酸カルシウム 12 10 12 -
ボローニャ石膏 12 7 12 -
消石灰 13 13 13 -
カオリン 11 - 11 -























後媒染 西洋茜　6 ph インド茜　5 ph
明礬　4 ph 染液 + 顔料 + 媒染液 染液 + 顔料 + 媒染液
胡粉 7 6 7 7
重質炭酸カルシウム 7 7 7 7
ボローニャ石膏 6 5 6 6
消石灰 12 12 12 13
カオリン 6 5 5 5
硫酸バリウム 7 5 5 5
木灰　12 ph 染液 + 顔料 + 媒染液 染液 + 顔料 + 媒染液
胡粉 7 7 7 8
重質炭酸カルシウム 7 7 7 8
ボローニャ石膏 6 7 6 8
消石灰 12 12 12 13
カオリン 6 7 5 8
硫酸バリウム 7 8 5 8
表２　後媒染における水素イオン指数の変化
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るとは言い難く、作製途中の指数の変化の法則性と出来上がった発色との関係性も今回は見られな
かった。ただし、媒染液の指数の違いによる発色の傾向が乱れたことは、繊維の染色では、綿の場
合は酸性である明礬のアルミニウムイオンを用いると結合しにくく、アルカリ性のアルミニウムイ
オンとは結合しやすいといった事例があることから、指数により結合のしやすさが現われた可能性
がある。
【顔料の紫外線照射下による蛍光反応の確認】
　ブラックランプ（バラストレス　BR-150BL、中心波長 350	nm 帯域付近）やハンディー型紫外
線ランプ（フナコシ）の長波長（365	nm）と短波長（254	nm）を照射しても、どの顔料も蛍光反
応を確認できなかった。
　東京文化財研究所の城野誠治氏に相談し、可視光が全く入らない状態にし、UV	Ａ波の反射にて
観察したところ、僅かだが、蛍光反応が確認された。そのため、本稿では城野氏による UV	Ａ波の
反射にて観察した結果を報告する。
　色素を抽出した段階の染液自体には、染液の中に蛍光を発する粒子を観察することができた。
　顔料の蛍光反応であるが、体質顔料自体が強い蛍光を示したのは硫酸バリウム、次に胡粉であっ
た。しかし、硫酸バリウムや胡粉は沈着後の蛍光は弱くなり、色調も大きく異なっていた。
　色素の沈着後の顔料で強い蛍光を示したのはカオリンであった。その中でも蛍光が強く現われて
いたのは木灰を媒染液とした西洋茜であった。また、ボローニャ石膏は顔料中に黄色い粒子を含有
していたが、これに関しては染色後も確認できた。ただし、ボローニャ石膏と重質炭酸カルシウム
は蛍光を示すとはいえない程度の発色しか呈していない。個別の結果は表にて示す（表３）。
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【まとめ】　
　顔料の作製手順が不明瞭である中での作製や、日本茜でのレーキ顔料が作れなかったこと、一部
の体質顔料でしか顔料を作製できなかったことなどから、さらなる検証実験が必要である。しかし、
体質顔料そのものの蛍光能に関係なく、体質顔料によりレーキ顔料になった際に、蛍光反応を補光
するものや低減させるものもあるということが分かった。
　マダーレーキの蛍光能に触れた際、合成顔料が蛍光反応を示さないという報告があったが、絵具
の推定を行う際にマダーレーキと推測されていた箇所に関しては、天然のマダーレーキであるとい
う推測も盛り込むことができる。さらに 1868 年以降の物は赤色レーキ絵具を用いていると考察し
ても蛍光が見られない場合、合成顔料である可能性を念頭に置いて調査を行わなければならないこ
表３　作製した顔料の可視光での発色と紫外線照射時の蛍光色の比較　　　　撮影：城野誠治（東京文化財研究所）
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とが示された。
【今後の課題】　
　先に行った予備研究での顔料及び絵具の蛍光能の有無を確認するためには、今後さらなる実験が
必要である。
　本稿では体質顔料による蛍光反応の補光や減光を調査したが、油絵具に含まれる媒材が蛍光反応
を起こす、または補光する可能性や、塗布時の条件で蛍光反応を示す可能性も探っていきたい。塗
布時の条件とは、1 つにレーキ顔料の下層に蛍光を発する絵具が塗布された場合が挙げられる。下
層の蛍光発光がレーキ顔料の絵具層を透過し、表層に蛍光反応があるように見えていたと考えたた
めである。
　また、マダーレーキのみに限定せず、他の赤色レーキ絵具の調査も行う予定である。他の赤色レー
キ絵具としては代表的なものにコチニールがあり、ラックレーキやブラジルレッド、麒麟血、ケル
メス、紅花などもある。
　従来観察していた方法では、作製した顔料に蛍光反応は見られなかった。紫外線の波長の選定等
において、蛍光画像の取得の有無が生じるという研究もされており、レーキ顔料の蛍光反応を確認
するための最適な紫外線の波長に関する研究が必要である。今後は並行して、これまでの撮影方法
で得られるマダーレーキの存在を解明するとともに、有効な紫外線蛍光撮影の方法も模索する必要
がある。紫外線の波長の選定でそれぞれに特異な体質顔料の蛍光反応が解明すれば、マダーレーキ
の作製法や体質顔料の種別も蛍光反応のみで判定できる可能性がある。
　
　最後に、本稿の調査・実験のために顔料・絵具を快く提供してくださった東京藝術大学	木島隆
康教授、撮影に協力してくださった東京文化財研究所	城野誠治氏、未定稿でのアドバイスをいた
だいた東京藝術大学	客員教授	森田恒之氏に対し記して御礼申し上げる。
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